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研究成果の概要（和文）：本研究は、精神分析の創始者フロイトによる生物学の知見の援用や生

物学からの語の借用に注目し、彼独自の心理学的言説、なかでも情動の問題の錬成におけるそ

れらの意義を検討し、その一部を明らかにした。とくに痛み、喪、不安などの不快な情動につ

いて後期の彼が行った身体的次元の問いの提起がトラウマをめぐる思索の深化を伴っているこ

とを明確にした。また二〇世紀ヨーロッパ思想史の観点から彼の情動概念の重要性を指摘した。 

 
研究成果の概要（英文）：The major interest of our study lies in Sigmund Freud's recourse 
to the biology of his time and his borrowed terms from this science. We highlight the 
role they play in the construction of his psychological discourse, especially in the 
elaboration of the problem of affect. We discover that the later Freud’s posing, in 
corporeal terms, of the question of unpleasurable affects, such as pain, mourning, and 
anxiety, is correlated with a deeper and more accurate appreciation of the problem of 
trauma. We also point out the importance that his concept of affect can have in the context 
of twentieth-century European philosophy. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）精神分析の創始者フロイトについてし
ばしばいわれる「生物学主義」とは、生物学
から術語を借用したり、「生物学」という語

を用いたりするときに彼がとっているだろ
う何らかの態度を問題にするものである。従
来の研究や議論の大半（代表的な論者として
ラプランシュやサロウェイ）は、それを、19
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世紀末から 20 世紀初頭における生物学の知
見に依拠する態度へと還元してきた。 
 
 
（２）フロイトの「情動」概念については研
究の相対的な遅れが認められる。まず、彼が
初期や中期の仕事で錬成した理論について
は比較的研究が進んでいるものの、1920 年以
降に提示した諸命題にかんする体系的な研
究はこれまでほとんど行われていない。また、
不安、痛み、喪＝悲しみ、よるべなさといっ
たもろもろの不快な情動を個別的に主題と
した研究は相当数あるものの、それらの相互
の分節に注目した研究はほとんどない。 
 
 
（３）本研究の研究代表者はこれまでのフロ
イト研究において、実践から理論構築までの
手続きを重視した観点から、メタ心理学と呼
ばれるフロイト独自の言説の錬成と特徴を
検討してきた。その検討のなかで、彼の理論
的言説がつきあたる限界と生物学の用語を
援用する契機とのあいだに相関性がみられ
ること、また、「情動」の問題をめぐる議論
のなかでその相関性がとくに顕著に現れる
ことに気がついた。 
 
 
 
２．研究の目的 
（１）精神分析の領野でフロイトが「情動」
をめぐって展開した議論のなかに断片的な
形で見いだされる生物学主義的なもろもろ
の言辞を、一貫性を保持しながら、また、自
身に固有ないくつかの重要な問い（なかでも、
「系統発生」の観念を経由することにもとづ
く、歴史性に関わる問い）を提起しながら展
開する言説として再構成する。  
 
 
（２）痛み、喪、不安、よるべなさといった
不快を帯びた情動のそれぞれとそれらの相
互関係についてフロイトが練り上げた表象
を明確にする。また、そうした表象の構築に
おいて身体の問いが立てられるかぎりにお
いて、それらの情動の問題が、快との対立に
おいてのみとらえられた不快の問題に還元
されえないことを示す。 
 
 
（３）フロイトの生物学主義が 1920 年に転
回を迎えたことを明らかにし、それに引き続
いて起きた理論的な再編成の諸相を後期の
フロイトの著作のうちで明確にする。 
 
 
（４）フロイト（とくに後期）の生物学主義

の全般的かつ肯定的な再評価を行い、20 世紀
にさまざまな理論的文脈において利用され
てきた精神分析的な身体論の基礎づけに向
けて途を拓く。 
 
 
 
３．研究の方法 
（１）フロイトの 1880 年代から 1938 年まで
の著作の精密な読解を行う。とくに、メタ心
理学的と一般に呼ばれている言説が展開さ
れているテクストを中心にとりあげる。 
 
 
（２）思想史の文脈においてフロイトの情動
概念がもちうる意義についての考察で、20世
紀のフランスの思想家、なかでもジャック・
デリダのフロイト読解を検討する。 
 
 
（３）フロイトおよびデリダの著作のほか、
二次文献として、英語・フランス語・ドイツ
語・日本語圏の研究文献をもちいる。 
 
 
 
４．研究成果 
（１）フロイトによる 1920 年の「死の欲動」
の概念の導入に伴う理論的再編成を、メタ心
理学の中軸をなす三つの観点（局所論的、経
済論的、力動論的観点）のすべてにおいて浮
き彫りにした。とくに、それ以降のフロイト
による「自我」と「エス」と「外界」（最晩
年のフロイトの言葉を借りるならば、自我の
最末端において身体が代表するものとして
のそれ）の関係の定式化が、その概念の導入
の直接的な帰結であることを明らかにした。
また、その定式化における「トラウマ」の問
題の決定的な重要性を明確にした。 
 
 
（２）『夢解釈』（1900年）の不安理論と、『制
止、症状、不安』（1926 年）のそれとのあい
だにみられる差異を具体的に指摘した。とく
に、不安の発生の理論が後者のテクストにお
いて根本的に修正されたことを確認した。ま
た、その修正と同時に、不安発生の問題がト
ラウマの問題と連接されたことを明確にし
た。 
 
 
（３）上記（１）、（２）の成果をより一般的
に解釈することを通じて、生物学主義が 1920
年に転回を迎えたことを明らかにした。 
 
 
（４）フロイトの言説における痛みの問題の



 

 

重要性と位置づけを具体的に明らかにした。
とくに、身体的な痛みと心的な痛みの一致と
いう問題意識をフロイトが著作を通じて維
持していたことを、1880 年代のコカイン研究
と同時期のヒステリー性疼痛の研究、1915年
の論文「喪とメランコリー」、1926 年発表の
著作『制止、症状、不安』を中心的に取り上
げながら論証した。また、『制止、症状、不
安』において、身体的な痛みと心的な痛みの
両方に応用しうる、準メタ心理学的と形容す
べき「痛み」の表象が錬成されたことを明ら
かにした。 
 
 
（５）上記（２）と、（４）の副次的な成果
（喪＝悲しみが痛みに満ちているという事
態を表象する概念装置が『制止、症状、不安』
において錬成されたことの確認）とにより、
1920年以降のトラウマの問題の再規定と、身
体的な次元の問いを含意するものとしての
もろもろの不快な情動（不安、喪＝悲しみ、
痛み）の理論の再錬成とが相関していること
を明らかにした。 
 
 
（６）上記（５）の結果として、後期のフロ
イトの、「精神生活のうちに沈殿した、きわ
めて古いトラウマ的体験」としての「情動」
観における系統発生の問いを追究するため
の研究上の指針を得た。 
 
 
（７）「不安」にかかわる身体の問題をさら
に研究するために、オイディプス・コンプレ
クスと去勢コンプレクスの分節を再考する
という今後の研究の指針を得た。 
 
 
（８）デリダが初期から晩年までのテクスト
（たとえば、「フロイトとエクリチュールの
舞台」（1967 年）、『絵葉書』（1980 年）、『ア
ーカイブの病』（1995年）、2000年代の対談）
において取り組んできたフロイト読解の特
徴を明らかにした。とくに彼の読解において、
フロイト由来の「情動」の問いが他者論にお
ける射程を与えられたことを明らかにした 
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